
ルーブリックをどのように
作成・活⽤するか

⽇ 時： 平成 29 年 10 ⽉ 31 ⽇(⽕)

16 : 20 〜 17 : 50

場 所： 第 1 中講義室（ K126）

講 師： 俣野 秀典先⽣
(⾼知⼤学 地域協働学部／⼤学教育創造センター 講師)

対 象： 教職員全員

⽯川県⽴⼤学 FDセミナー
〜本学における教育評価を考える第４回⽬〜

成績評価について、多様な評価基準を設定することが求めら
れています。そのなかで、「ルーブリック」という考え⽅が広
まりつつあります。本研修会では、成績評価の⽬的・意義から
出発して、⾼等教育において近年注⽬が集まっているルーブ
リック評価についての基本的な考え⽅を理解することを⽬的と
して実施します。

※ルーブリックとは「⽬標に準拠した評価」のための「基準作りの⽅法論」で、
評価指標として活⽤されています。分析的ルーブリックでは、学⽣が何を学習す
るのかを⽰す評価規準と学⽣が学習到達しているレベルを⽰す具体的な評価規準
を⽰すマトリックスを⽤います。

本セミナーの⽬的：
ルーブリック評価についての基本的な考え⽅を理解する

⽬標：
⽬標に準拠した評価を⼼がける
ルーブリック評価の意義を説明できる
ルーブリックを授業で活⽤するための準備ができる

問い合わせ：⼩⻄（内線6111）


